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本論文は、田口和夫教授を中心とした自主ゼミである、

説話ゼミ(旧今昔ゼミ)の活動の報告である。『鈴鹿本今

昔物語集』の影印を読みながら、従来の諸説を確認しつ

つ、鈴鹿本の字形・墨色・虫損などから、新たな問題点

を発見・考察し、また解釈においても従来の説をすすめ

たところがある。

なお、本論は目録編を含め、『鈴鹿本今昔物語集』の第

16話から第25話までを範囲としている。

This article is a report on the activity of the “Setsuwa" 

seminar in which Professor Taguchi is the ¥eader. While 

reading the “Ei-in" of “Suzukabon Konjaku Monogatari 

Shu "， we checked hisoric interpretations and recent 

discoveries and considered the new points through the form 

ofthe characters， the co¥or ofthe ink， and parts destroyed by 

insects. A¥so we ¥ooked into the current opinions about 

interpretation. 

The article includes the contents and covers stories 16-25 

of “Suzukabon Konjaku Monogatari Shu". 
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は
じ
め
に

大
筋
だ
っ
た
ら
し
く
、
『
著
聞
集
』
巻
十
二
・
四
三

三
話
に
「
検
非
違
使
別
当
隆
房
家
の
女
房
強
盗
の

事
露
顕
し
て
禁
獄
の
事
」
と
い
う
話
が
あ
り
、
本

話
と
同
じ
よ
う
な
筋
で
あ
る
」
と
し
、
旧
全
集
の

『鈴鹿本今昔物語集』巻二十九の研究(三)

本
稿
は
『
言
語
と
文
化
』
第
十
六
号
(
一

1
七
話
)
、
第

十
七
号
(
八

1
十
五
話
)
に
載
せ
た
「
『
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
』

巻
却
の
研
究
」
の
続
稿
で
あ
る
。
ス
ペ
ー
ス
を
節
約
す
る
た

め
に
、
前
二
稿
と
は
変
え
て
、
各
話
の
要
約
は
省
略
し
た
。

記
述
の
手
順
は
前
稿
と
同
じ
く
、
問
題
部
分
に
つ
い
て
の
鈴

鹿
本
の
所
在
(
丁
と
表
裏
)
と
問
題
箇
所

(
1
1
1
を
付
す
)

を
含
む
文
を
挙
げ
、
鈴
鹿
本
と
表
記
の
形
式
を
同
じ
く
す
る

旧
大
系
に
お
け
る
所
在
を
(
)
の
中
に
記
す
。
次
に
〔
各

説
〕
と
し
て
参
照
資
料
の
注
の
う
ち
注
目
す
べ
き
も
の
を
挙

げ
、
〔
考
説
〕
と
し
て
考
え
た
こ
と
を
記
す
。

町、

υ

、，J

4
A
q白

本
文
編

「
藤
原
隆
房
の
検
非
違
使
時
代
|
つ
ま
り
後
鳥
羽

帝
治
下
の
事
件
と
す
る
点
で
、
本
集
成
立
年
次
よ

り
時
代
が
か
な
り
下
降
し
過
ぎ
、
同
話
と
は
認
め

が
た
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
(
こ

れ
が
一
般
的
)
よ
り
も
暖
昧
な
結
論
に
し
て
い
る
。

『
著
聞
集
』
説
話
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
坂
口
勉

氏
『
今
昔
物
語
の
世
界
』
(
教
育
社
、
昭
日
)
も

触
れ
て
い
る
。
坂
口
氏
は
後
三
年
の
役
等
の
欠
話

を
検
討
さ
れ
、
「
今
昔
は
み
ず
か
ら
と
同
時
代
を
語

ろ
う
と
し
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
、
本
話
に
関
し
て

も
、
「
今
昔
の
成
立
年
次
の
問
題
は
、
今
昔
、
か
語
っ

た
説
話
の
内
容
か
ら
で
は
な
く
、
今
昔
が
語
ろ
う

と
せ
ず
欠
話
欠
文
と
し
た
こ
と
の
な
か
に
こ
そ
、

解
明
の
鍵
が
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
さ
し
あ
た
っ
て

は
、
成
立
年
時
の
下
限
を
二
一
二

0
年
代
に
ま
で

或
所
女
房
以
盗
為
業
被
見
顕
詞
創
刊
刈

鈴
鹿
本
巻

m
-
m
丁
裏
本
文
欠
(
附
頁
6
行

1
)

〔
各
説
〕
諸
注
ほ
と
ん
ど
同
趣
だ
が
、
新
全
集
は
「
菜
家
に

宮
仕
え
し
て
い
た
女
房
が
盗
賊
を
業
と
し
て
い
た

が
発
覚
し
、
逮
捕
・
禁
獄
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な



(
考
説
〕

第18号言語と文化文教大学

さ
げ
て
考
察
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
(
一
七

二
頁
)
と
い
う
見
解
を
披
露
さ
れ
て
い
る
。
欠
話

欠
文
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
観
点
は
共
感
で
き
る

が
、
成
立
下
限
を
そ
こ
ま
で
引
き
下
げ
る
見
解
は
、

大
方
の
賛
同
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。

田
口
和
夫
「
今
昔
物
語
集
巻
二
十
九
「
或
所
女
房

以
盗
為
業
被
見
顕
語
第
十
六
」
の
欠
話
に
つ
い
て
」

(
平
成
十
七
年
度
説
話
文
学
会
六
月
大
会
)
は
、
『
著

聞
集
』
説
話
に
お
い
て
隆
一
房
の
名
が
冒
頭
に
し
か

記
さ
れ
ず
、
後
は
大
理
と
す
る
こ
と
、
四
条
大
宮

の
大
理
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
隆
房
よ
り
も
、

そ
の
父
の
隆
季
で
あ
る
こ
と
を
主
た
る
根
拠
と
し

て
、
『
著
聞
集
』
に
お
い
て
隆
季
を
隆
一
房
と
誤
認
し

た
の
で
あ
っ
て
、
『
今
昔
』
の
欠
話
は
、
こ
の
『
著

聞
集
』
説
話
で
よ
い
と
す
る
(
『
説
話
文
学
研
究
』

叫
号
収
載
予
定
)
。

O
本
文
標
題
の
表
記
に
つ
い
て

本
文
標
題
の
「
語
第
十
六
」
に
傍
線
を
付
し
た
が
、

こ
れ

は
巻
二
十
九
第
一
話
以
降
の
本
文
表
題
に
共
通
し
て
見
ら
れ

る
現
象
で
、
そ
の
上
の
内
容
を
示
す
標
題
と
は
墨
色
・
筆
跡

と
も
に
異
な
る
。
目
録
標
題
は
一
筆
と
認
め
ら
れ
る
が
、
本

文
標
題
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
(
た
だ
し
、
第
二
十
二

話
以
降
と
巻
末
の
話
番
号
の
な
い
二
話
に
つ
い
て
は
問
題
が

残
る
)
。
し
か
も
、
こ
の
「
語
第
十
六
」
の
部
分
は
目
録
標
題

の
筆
跡
に
類
似
す
る
。
本
文
標
題
の
筆
跡
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
池
上
淘
一
氏
「
鈴
鹿
本
を
見
つ
め
る
」
(
『
鈴
鹿
本
今
昔

物
語
集
|
影
印
と
考
証
』
所
収
)
に
お
い
て
、
巻
七
の
第

二
十
二
話
か
ら
第
二
十
三
話
に
か
け
て
の
誤
写
に
関
連
し
て
、

「
書
写
を
一
時
中
断
す
る
場
合
、
あ
る
話
の
本
文
を
書
き
終
え

て
次
の
話
の
題
目
だ
け
を
書
い
た
と
こ
ろ
で
筆
を
置
く
の
が

鈴
鹿
本
で
は
普
通
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
一
人
の

筆
跡
だ
が
筆
勢
が
急
変
す
る
箇
所
が
、
題
目
と
本
文
と
の
聞

に
多
く
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
指
摘
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
巻
二
十
九
の
本
文
標
題
の
表

記
に
も
存
在
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
連
続

す
る
各
話
に
お
い
て
、
一
々
に
筆
を
置
く
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
仮
説
を
提
示
し
て
お
け
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『鈴鹿本今昔物語集』巻二十九の研究(三)

ば
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
目
録
の
筆
写
が
行
わ

れ
、
次
い
で
本
文
の
筆
写
者
が
話
番
号
の
な
い
標
題
と
本
文

を
書
写
す
る
。
次
い
で
目
録
の
筆
写
者
が
話
番
号
を
追
記
す

る
。
こ
う
考
え
れ
ば
統
一
的
に
話
番
号
が
追
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
の
一
応
の
理
由
と
な
ろ
う
。
以
下
の
各
話
の
本
文
標
題

に
お
い
て
も
追
記
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
傍
線
を
付
す
。

婿
律
園
来
小
屋
寺
盗
鐘
銅
剣
刊
叶

鈴
鹿
本
巻

m
-
m
丁
表
婿
津
園
来
小
昌
寺
盗
鐘
語
第
十

七
(
胤
頁
9
行
)

[
各
説
〕
な
し
。

〔
考
説
〕
本
文
標
題
「
掻
津
園
来
小
屋
寺
盗
鐘
語
」
に
対
し
、

目
録
標
題
は
「
掻
津
園
来
屋
寺
盗
鐘
語
」
と
な
っ

て
お
り
、
目
録
標
題
は
「
小
」
字
を
欠
く
。
本
文

標
題
を
一
般
に
「
小
屋
寺
に
来
た
り
て
」
と
訓
じ

る
が
、
「
来
」
「
小
」
と
も
に
「
こ
」
と
読
む
事
が

で
き
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
目
録
が
正
し
く
、

本
文
標
題
は
「
来
」
ま
で
書
い
て
か
ら
、
「
小
屋
寺
」

が
正
し
い
と
思
い
直
し
て
書
き
、
結
果
「
来
」
を

抹
消
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
る
。

川
園
剖
ト
云
フ
寺
有
リ
(
附
頁

鈴
鹿
本
巻

m
-
m
丁
表

印
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
大
系
:
・
本
文
「
小
屋
寺
」
注
一
一
「
正
字
は
「
昆

陽
(
こ
や
)
寺
」
。
摂
津
河
辺
郡
稲
野
村
(
兵
庫
県

伊
丹
市
)
に
あ
る
。
行
基
の
開
創
と
い
わ
れ
る
。
」

O
新
全
集
:
本
文
「
小
屋
寺
」
注
五
(
問
頁
地
名
・

寺
社
名
解
説
)
「
正
し
く
は
見
陽
寺
。
(
中
略
)
『
十

訓
抄
』
巻
七
で
は
「
児
屋
寺
」
と
す
る
。
」

〔
考
説
〕
『
今
昔
』
の
目
録
表
題
や
本
文
、
な
ら
び
に
同
話
で

あ
る
『
十
訓
抄
』
を
み
る
と
、
「
昆
陽
寺
」
の
表

記
と
し
て
、
「
小
屋
寺
」
「
来
屋
寺
」
「
児
屋
寺
」

な
ど
揺
れ
が
あ
り
、
『
今
昔
』
編
纂
者
も
、
「
こ
や

寺
」
と
い
う
形
で
し
か
、
そ
の
名
を
知
ら
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
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鈴
鹿
本
巻

m
-
m
丁
裏

(
即
頁

5
行
)

此
ク
|
|
ニ
鐘
ヲ
槌
ク
法
師
ハ



第18号

〔
各
説
〕

O
旧
全
集
・
:
注
一
八
「
漢
字
表
記
を
記
し
た
意
識

的
欠
字
。
該
当
語
は
決
し
え
な
い
。
」
新
全
集
同
じ
。

新
大
系
同
趣
。

〔
考
説
〕
諸
説
は
『
十
訓
抄
』
に
「
初
後
夜
な
ど
ま
ご
こ
ろ

に
つ
き
け
れ
ば
、
う
れ
し
と
お
も
ふ
ほ
ど
に
」
と

あ
る
こ
と
の
影
響
下
に
、
い
ず
れ
も
「
正
確
な
時

間
に
」
と
い
う
意
の
言
葉
を
想
定
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
後
に
続
く
、
鍾
っ
き
法
師
が
わ

ざ
わ
ざ
様
子
を
見
に
来
る
と
い
う
内
容
か
ら
す
る

と
、
「
と
ん
で
も
な
い
時
間
に
、
い
い
加
減
に
」
と

い
っ
た
悪
い
意
の
言
葉
を
想
定
す
る
方
が
適
当
で

あ
ろ
う
。
よ
っ
て
「
時
じ
く
」
を
想
定
語
と
す
る
。

言語と文化文教大学

羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盗
人
詞
創
刊
川

鈴
鹿
本
巻
却
・
ロ
丁
表
立
隠
テ
立
テ
リ
ケ
ル
ニ

日
行
)

〔
各
説
〕
な
し
。

〔
考
説
〕
諸
注
指
摘
し
な
い
が
、
「
リ
」
が
右
傍
に
小
さ
く

補
わ
れ
て
い
る
。

(
別
頁

O
女
と
老
女
の
関
係

本
話
は
周
知
の
通
り
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」
の
原
拠
と

な
っ
て
い
る
が
、
本
話
に
登
場
す
る
女
と
老
女
の
関
係
が
例

え
ば
「
六
の
宮
の
姫
君
と
乳
母
(
今
昔
巻
十
九
第
五
話
・
芥

川
「
六
の
宮
の
姫
君
」
)
と
の
関
係
と
同
一
で
あ
り
、
六
の
宮

の
姫
君
も
男
が
訪
れ
な
け
れ
ば
こ
の
女
と
閉
じ
境
遇
に
な
る

可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
で
あ

ろ-っ。
袴
垂
於
閥
山
虚
死
殺
人
制
創
刊
刈

鈴
鹿
本
巻

m
-
n
丁
裏
人
ノ
多
ク
立
制
到
物
ヲ
見
ル
ヲ

(m
頁
凶
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
大
系
・
:
本
文
の
読
み
「
モ
ト
ホ
リ
テ
」
、
注
入

「
よ
み
は
名
義
抄
に
よ
る
(
ツ
ラ
ナ
リ
テ
・
ノ
ゾ
キ

テ
と
よ
む
も
可
)
。
立
ち
止
ま
っ
て
何
か
を
の
ぞ
い

て
い
る
の
を
見
て
。
な
お
、
字
類
抄
、
コ
の
辞
字

に
異
き
、
タ
チ
コ
ミ
テ
と
よ
め
ば
、
お
し
あ
い
へ

し
あ
い
し
て
集
る
の
意
に
な
り
、
今
日
の
タ
テ
コ

ミ
テ
の
祖
と
な
ろ
う
。
」
と
す
る
。

O
旧
全
集
:
・
本
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『鈴鹿本今昔物語集』巻二十九の研究(三)

文
の
読
み
「
も
と
ほ
り
て
」
で
、
注
一
四
「
「
約
ル
」

は
、
め
ぐ
る
、
回
る
、
俳
佃
す
る
の
意
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
「
立
」
と
複
合
し
、
人
々
が
立
ち
止
ま

っ
て
行
き
も
や
ら
ず
に
い
る
こ
と
。
」
と
す
る
。
新

大
系
、
新
全
集
、
新
潮
も
同
趣
。

〔
考
説
〕
「
た
ち
も
と
ほ
る
」
の
語
義
は
「
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ

歩
き
回
る
」
(
小
学
館
『
古
語
大
辞
典
』
)
で
あ
り
、

「
立
ち
止
ま
っ
て
」
と
解
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。

旧
大
系
の
云
う
「
た
ち
こ
む
」
な
ら
ば
源
氏
・
更

級
等
に
用
例
が
あ
り
、
「
人
や
馬
・
車
な
ど
が
多
く

た
て
込
む
」
(
『
古
語
大
辞
典
』
)
の
意
で
、
こ
の
場

合
に
ふ
さ
わ
し
い
。
「
た
ち
こ
み
で
」
と
読
む
。

O
頼
光
周
辺
の
説
話

本
話
と
共
通
の
発
想
を
も
っ
説
話
に
、
『
古
今
著
聞
集
』

巻
九
武
勇
の
二
三
五
話
の
後
半
、
源
頼
光
の
郎
等
渡
辺
綱
が

死
牛
の
腹
に
潜
ん
で
い
た
鬼
同
丸
を
射
る
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
両
者
と
も
頼
光
周
辺
の
武
勇
謂
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。

明
法
博
士
善
澄
被
殺
強
盗
詞
矧
コ
叶

鈴
鹿
本
巻

m
-
M
丁
裏
此
ル
叶
.
心
幼
キ
事
ヲ
叶
云
テ
(
山

頁
日
行
)

〔
各
説
〕
「
此
ル
、
」

O
旧
大
系
・
:
注
一
七
「
底
本
か
く
作
る

は
、
下
の
「
心
」
の
末
画
を
重
点
と
誤
認
し
た
為

の
誤
写
に
基
く
。
」
新
大
系
も
同
様
。

O
旧
全
集
:
・

注
六
「
「
こ
を
桁
字
と
み
る
。
」
新
全
集
も
同
じ
。

「
事
ヲ
ミ
諸
注
に
言
及
な
し
。

〔
考
説
〕
「
此
ル
こ
は
旧
大
系
の
説
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
事

ヲ
、
」
は
「
ゾ
」
を
書
き
始
め
て
、
誤
り
に
気
付

き
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
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紀
伊
園
晴
澄
値
盗
人
制
矧
判
寸

鈴
鹿
本
巻

m
-
M
丁

裏

弓

シ

テ

・

・

・

弓

共

皆

シ

ツ
(
川
頁
5

・
6
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
全
集
:
・
注
一
一
一
一
「
該
当
語
は
「
ハ
ヅ
(
ス
ご

か
。
「
弓
を
は
ず
す
」
は
弓
の
一
端
か
ら
弦
を
解
き

は
ず
し
て
、
即
座
に
使
用
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。
随
順
の
体
。
」
と
す
る
。

O
新
大
系
:
・
注
一



〔
考
説
〕

玉
は
弓
偏
に
「
召
」
を
書
い
て
「
ハ
ヅ
ス
」
(
名
義

抄
、
{
子
類
抄
)
を
想
定
す
る
。

い
ず
れ
も
認
め
ら
れ
る
見
解
で
あ
る
。
「
ハ
ヅ
ス
」

は
巻
十
第
三
十
一
話
「
皆
弓
ヲ
ハ
ヅ
シ
」
の
用
例

に
徴
し
て
も
、
漢
字
表
記
で
き
な
か
っ
た
語
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
弓
シ
テ
」
の
「
弓
」
字

第18号

は
左
に
寄
っ
て
お
り
、
偏
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え

る
。
考
え
す
ぎ
で
は
あ
る
が
、
弦
(
ユ
ミ
ツ
ル
名

義
抄
)
の
つ
も
り
で
書
き
始
め
て
、
「
弓
」
だ
っ
た

と
気
付
い
た
と
い
う
こ
と
も
想
定
で
き
る
。

言語と文化文教大学

鈴
鹿
本
巻
却
・
白
丁
表
弓
胡
録
モ
閣
制
モ
(
閃
頁
日
行
)

〔
考
説
〕
旧
全
集
・
新
全
集
と
も
「
馬
鞍
」
を
「
鞍
」
と
訳

し
て
特
に
注
し
な
い
が
、
こ
れ
は
他
書
の

「馬

鞍
」
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。

武
者
モ
不
立
ス
シ
テ
刷
劃
ノ
者

鈴
鹿
本
巻

m
・
白
丁
表

ニ
成
テ
(
川
頁
凶
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
大
系
が
も
っ
と
も
詳
細
で
、
注
一
八

「「垂」

の
省
文
と
見
れ
ば
、
サ
ス
と
よ
め
、
ワ

キ
サ
シ
の
語
が
考
え
ら
れ
る
。
ワ
キ
サ
シ
は
徒
然

草
(
一
一
五
)
に
見
え
る
知
く
、
侍
者
の
意
。
さ

れ
ば
、
葱
で
は
、
大
将
で
は
な
く
て
、
侍
者
と
し

て
の
武
士
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
来
は
「
脇

乗
」
と
す
る
本
文
に
基
き
、
「
騎
馬
の
主
人
の
わ
き

に
随
従
す
る
者
」
と
い
う
解
が
行
わ
れ
て
い
る
。
」

と
す
る
。

O
新
大
系
・
「
わ
き
だ
れ
」
と
読
み
、

注
三
三
「
未
勘
」
と
し
て
「
わ
き
さ
し
」
「
脇
乗
」

の
二
説
を
紹
介
す
る
。

O
旧
・
新
全
集
:
「
わ
き

だ
れ
」
と
読
み
、
旧
は
注
五
「
語
義
未
詳
」
と
し

て
二
説
を
紹
介
、
新
は
注
二
四
「
語
義
未
詳
」
と

す
る
。

〔
考
説
〕
鈴
鹿
本
か
ら
見
れ
ば
「
脇
乗
」
は
あ
り
得
な
い
。

「
わ
き
さ
し
」
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
引

く
『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
「
諮
請
ワ
キ
ザ

シ
僧
家
謂
左
右
侍
者
為
諮
請
猶
言
脇
士
」
と

あ
る
、
僧
徒
の
聞
で
こ
の
語
が
存
在
し
て
い
た

と
す
れ
ば
、
今
昔
編
者
の
使
い
慣
れ
た
表
記
で

を
「
掻
」
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あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
「
ワ
キ
ザ
シ
」
が
適
当
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

『鈴鹿本今昔物詩集』巻二十九の研究(三)

詣
鳥
部
寺
女
値
盗
人
語
第
廿
二

O
標
題
の
中
の
「
語
第
廿
二
」
は
今
ま
で
と
は
異

な
り
、
あ
ま
り
違
和
感
が
な
い
。

鈴
鹿
本
巻
却
・
白
丁
表
到
パ
刈
パ
劃

H
ベ
制
斗
村
剖
刈

(m
頁
3
行
)

〔
各
説
〕

O
諸
注
、
意
識
的
に
匿
名
に
し
た
と
す
る
見
解
は

共
通
だ
が
、
旧
全
集
注
八
・
新
全
集
注
二
は
「
姓

名
の
明
記
を
期
す
る
本
集
の
一
般
的
傾
向
か
ら
し

て
、
こ
れ
は
、
本
話
の
資
料
と
な
っ
た
も
の
の
表

現
を
直
接
継
承
し
た
も
の
で
は
な
く
、
本
集
撰
者

の
意
識
的
表
記
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
」
と
す
る
。

O
新
大
系
は
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ま
ず
、
注
三
五
「
匿

名
に
よ
っ
て
事
実
性
が
む
し
ろ
強
調
さ
れ
る
。
」
と

す
る
。

〔
考
説
〕
男
が
女
の
衣
を
取
る
・
取
ら
な
い
の
評
を
付
加
す

る
姿
勢
か
ら
見
て
、
全
集
の
説
が
適
当
と
考
え
る
。

具
妻
舟
波
国
男
於
大
江
山
樹
矧
矧
刑
寸
↓

O
標
題
中
尋
問
」
の
文
字
が
な
い
。

〔
各
説
〕

O
新
大
系
・
:
「
語
」
を
補
入
し
、
注
二
四
「
底
本

欠
。
蓬
左
本
を
除
く
諸
本
に
よ
り
補
う
。
」

O
新
全

集
・
:
「
語
」
を
補
わ
ず
補
読
、
解
題
に
「
本
標
題

中
、
尋
問
」
の
字
脱
す
る
。
」

〔
考
説
〕
目
録
標
題
に
は
存
在
す
る
の
で
、
不
注
意
に
よ
る

脱
落
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
「
被
縛
第
廿
三
」
が

筆
跡
の
違
う
部
分
で
あ
り
、
「
被
縛
」
を
加
え
た
追

記
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
段
階
で
紛
れ
た
も
の

と
考
え
る
。

マ
t

、，，，

q
u
o
o
 

唱

E
A

(
 

幻
丁
裏

州
波
(
川
頁
5
・
6

鈴
鹿
本
巻
却
・
回
丁
表
、

行、

m
頁
凶
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
全
集
:
・
注
二

O
「
底
本
「
丹
」
を
「
舟
」
に

作
る
が
、
意
に
よ
っ
て
改
め
る
。
題
も
閉
じ
。
」
、

新
全
集
も
ほ
ぼ
同
じ
。

〔
考
説
〕
「
丹
波
」
の
「
丹
」
字
、
三
例
と
も
「
舟
」
を
書
く
。

第
二
五
話
の
「
舟
波
守
」
も
同
じ
。
こ
の
筆
写
者



は
巻
幻
第
却
話
の
筆
写
者
と
同
一
人
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
こ
で
も
「
丹
波
中
将
」
を
「
舟
波
中
将
」

と
書
く
。
こ
の
筆
写
者
の
書
き
癖
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

第18号

鈴
鹿
本
巻
却
・
幻
丁
表
男
ノ
云
フ
ニ
随
升
本
ノ
男
被
縛

付
テ
見
ケ
ム
ニ

(m
頁
叩
・
日
行
)

〔
各
説
〕
「
テ
」
に
つ
い
て
各
説
が
あ
る
。

O
旧
大
系
・
:
注

一
八
「
下
句
に
お
い
て
は
主
格
が
転
換
す
る
こ
と

に
注
意
。
」

O
旧
全
集
:
・
注
三
九
「
「
随
テ
」
は
あ

る
い
は
「
随
ツ
」
の
誤
写
か
。
ま
た
は
、
ゆ
る
い

逆
接
か
。
」
新
全
集
も
同
じ
。

O
新
大
系
:
・
注
二
六

「
何
許
思
ケ
ム
」
に
注
し
て
「
上
の
「
本
ノ
男
・

.

.
 

見
ケ
ム
ニ
」
を
挿
入
句
と
見
な
せ
ば
、
主
語
は
女

と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
一
文
の
後
半

の
主
語
が
「
本
ノ
男
」
に
転
換
し
て
い
る
と
解
す

べ
き
か
。
」

言語と文化文教大学

〔
考
説
〕
諸
説
「
随
テ
」
で
は
落
ち
着
か
な
い
た
め
の
解
釈

だ
が
、
誤
写
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
も
可

能
性
の
あ
る
の
は
「
ヲ
」

で
あ
ろ
う
。

鈴
鹿
本
巻
却
・
幻
丁
裏
其
ニ
男
ヲ
ハ
「
剣
刈
叶
村
創
刊

刈
刈
バ
バ
剥
升
叶
」
疾
ク

(m
頁
口
・
凶
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
大
系
:
・
注
二

O
「
其
ニ
免
シ
テ
男
ヲ
パ
と
あ

る
の
が
普
通
の
表
現
な
る
を
強
調
す
る
た
め
に
語

順
が
変
え
て
あ
る
こ
と
に
注
意
。
」

O
旧
全
集
・
:
注

二
「
通
常
態
の
語
順
か
ら
す
る
と
、
「
免
シ
テ
」
と

「
男
ヲ
パ
」
と
を
倒
置
し
た
形
。
」
新
全
集
も
同
じ
。

O
新
大
系
:
・
注
二
九
は
訳
の
み
。

〔
考
説
〕
諸
説
触
れ
て
い
な
い
が
、
鈴
鹿
本
で
は
「
」
内

に
示
し
た
部
分
が
書
き
落
と
さ
れ
、
同
筆
で
行
聞

に
追
記
し
て
補
入
さ
れ
て
い
る
。
「
男
ヲ
ハ
」
と
「
馬

ヲ
ハ
」
の
「
ヲ
ハ
」
が
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
目
移
り
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
筆
写
者
の
注
意
が

散
漫
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
、
尋
問
順
の
変
化
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
が
本
来
的
な
意
図
に
基

づ
く
も
の
で
は
な
く
、
訂
正
の
手
聞
を
省
い
た
結

果
、
そ
う
な
っ
た
も
の
と
見
た
い
。
す
な
わ
ち
、
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『鈴鹿本今昔物語集』巻二十九の研究(三)

「
其
一
ご
ま
で
書
い
て
来
て
、
「
馬
」
の
方
に
目
移

り
し
、
そ
れ
で
い
て
「
男
」
を
書
い
て
し
ま
う
。

目
移
り
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
後
の

「
疾
ク
」
の
方
へ
書
き
継
い
で
ゆ
き
、
一
段
落
し
た

と
こ
ろ
で
、
書
き
落
と
し
を
発
見
し
、
補
入
の
作

業
に
入
る
。
本
来
は
「
其
一
ご
の
後
に
入
る
べ
き

「
免
シ
テ
」
だ
っ
た
が
、
「
男
ヲ
パ
免
シ
テ
」
で
意

味
が
通
る
じ
ゃ
な
い
か
、
と
短
絡
的
に
考
え
て
、

補
入
を
一
回
で
す
ま
せ
て
し
ま
う
、
こ
う
い
う
誤

写
の
手
順
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

近
江
国
主
女
将
行
美
濃
国
売
男
割
剣
刑
剛

鈴
鹿
本
巻

m
・
8
丁
表
年
来
付
仕
ケ
ル
刷
ノ
(
川
頁
9
行
)

〔
各
説
〕
諸
説
誤
写
で
一
致
。
旧
大
系
が
も
っ
と
も
詳
し
い
。

注
六
「
底
本
か
く
作
る
は
、
前
行
の
同
字
「
京
ニ

上
ナ
ム
ト
思
ケ
レ
ド
モ
」
の
「
思
」
に
牽
引
さ
れ

て
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
諸
本
は
「
男
」
。

〔
考
説
〕
旧
大
系
の
説
で
よ
い
。
注
意
す
べ
き
は
、
前
話
で

も
誤
写
を
し
、
こ
こ
で
も
誤
写
を
引
き
起
こ
す
筆

写
者
の
調
子
、
あ
る
い
は
姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
部

分
は
つ
い
に
誤
写
に
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

鈴
鹿
本
巻
却
・
日
丁
表
思
ヒ
練
テ
有
外
川
」
寸

(m頁
ロ
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
大
系
:
・
注
二
四
「
底
本
、
破
損
の
た
め
に
不

明
。
」
と
し
て
他
本
の
「
ケ
ル
ニ
」
と
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。

O
新
全
集
:
・
注
五
「
底
本
「
ル
ニ
の

二
字
、
破
損
に
よ
る
欠
字
。
」

〔
考
説
〕
鈴
鹿
本
の
補
修
に
よ
っ
て
、
従
来
破
損
と
さ
れ
て

い
た
部
分
が
見
え
る
場
合
が
あ
る
。
新
全
集
の
注

は
そ
の
成
果
で
あ
る
。
な
お
云
え
ば
、
「
ル
」
の
右

上
部
分
、
「
一
ご
の
下
画
の
左
部
分
が
見
え
て
お
り
、

「ル

E
の
存
在
も
推
定
で
き
る
。
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下
衆
ノ
云
ハ
ム
事
ニ
ハ
不
付
ニ

鈴
鹿
本
巻
却
・
叩
丁
表

シ
キ
也

(m
頁
凶
行
)

〔
各
説
〕
旧
全
集
:
・
注
八
コ
マ
」
は
底
本
ご
ご
。
誤
写
と

み
る
。
」
新
全
集
も
閉
じ
。

〔
考
説
〕
旧
全
集
の
言
う
通
り
で
、
下
画
の
短
い
字
体
で
あ



る
べ
き
と
こ
ろ

し
っ
か
り
長
く
書
い
て
し
ま
っ

て
い
る
。

刷
波
守
平
貞
盛
取
児
肝
調
矧
刑
司

第18号

O
「
丹
」
は
二
三
話
と
同
じ
く
「
舟
」
と
書
く
こ

と
、
旧
・
新
全
集
が
指
摘
す
る
。

極
シ
ク
可
慎
キ
樹
也

(m頁
6
行
)

言語と文化

鈴
鹿
本
巻

m
・
叩
丁
表

〔
各
説
〕
な
し
。

〔
考
説
〕
「
癒
」
字
、
鈴
鹿
本
で
は
同
行
の
他
の
文
字
よ
り
も

細
く
薄
い
墨
書
の
文
字
に
な
っ
て
い
る
。
空
格
に

し
て
お
い
て
後
に
補
入
し
た
か
、
あ
る
い
は
他
の

文
字
を
摺
り
消
し
て
訂
正
記
入
し
た
か
の
い
ず
れ

か
で
、
後
者
の
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
次
項
参

照。

文教大学

鈴
鹿
本
巻

m
・
叩
丁
裏
我
カ
矯
ヲ
ハ
庇
ト
此
ノ
医
師
ハ

見
テ
ケ
リ

(m頁
8
行
)

〔
各
説
〕
な
し
。

〔
考
説
〕
「
疲
」
字
、
鈴
鹿
本
で
は
抹
消
を
意
図
し
た
と
見
ら

れ
る
汚
れ
が
あ
る
。
本
来
は
「
か
さ
」
を
「
き
ず
」

と
見
る
、
の
意
で
、
「
庇
」
字
で
良
い
わ
け
だ
が
、

こ
の
筆
写
者
は
、
そ
れ
で
は
納
得
し
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
前
項
の
「
清
」
字
の
字
体
の
問
題
も

同
じ
原
因
と
考
え
れ
ば
良
い
と
思
わ
れ
る
。
前
項

部
分
に
つ
い
て
は

「
抗
」
を
「
箔
」
と
訂
正
し
て

こ
ち
ら
は
抹
消
し
た
だ
け
で
、
訂

正
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
と
見
る
の
で
あ
る
。

「
庇
」
で
よ
か
っ
た
の
だ
と
思
い
返
し
た
も
の
か
。

し
ま
っ
た
が

a
a
z

、ーノ

。。唱
i
唱

E
A

噌

E
ム

(
 

鈴
鹿
本
巻
目
・
羽
丁
表
左
衛
門
ノ
尉
ぺ
(
即
頁
8
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
全
集
・
:
注
二
六
「
破
損
に
よ
る
欠
字
。
「
ノ
」

が
該
当
す
る
か
。
」
諸
注
同
じ
。

〔
考
説
〕
こ
れ
も
鈴
鹿
本
修
復
に
よ
っ
て
、
虫
損
の
中
か
ら

「
ノ
」
字
が
明
瞭
に
見
え
る
。

お
わ
り
に

今
年
度
で
田
口
が
定
年
退
職
と
な
る
の
で
、
文
教
大
学
説

話
ゼ
ミ
も
そ
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。
せ
め
て
巻
二



十
九
に
つ
い
て
の
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
お
き
た
か
っ
た
が
、

田
口
の
多
忙
の
た
め
に
第
十
六
話
か
ら
第
二
十
五
話
ま
で
と

な
っ
た
。
次
口
す
で
巻
二
十
九
は
完
結
と
し
た
い
。
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